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市
立
米
沢
図
書
館
蔵
『
蝦
夷
恵
曽
谷
日
誌
』
に
つ
い
て
（
三
）

山　

本　
　
　

淳

翻
刻

山本：市立米沢図書館蔵『蝦夷恵曽谷日誌』について（三）

　

本
稿
は
、
標
記
の
書
『
蝦
夷
恵
曽
谷
日
誌
』（
外
題
）
の
全
文
に
つ
き
、
第
一
、

第
二
に
次
い
で
、
第
三
巻
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
書
は
、
市
立
米
沢
図
書

館
「
高
橋
し
ん
家
寄
贈
文
書
七
」
と
し
て
収
蔵
さ
れ
、
同
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ

ブ
ラ
リ
（http://w

w
w

.library.yonezaw
a.yam

agata.jp/dg/FQ
007.htm

l

）
に
て
、

公
開
も
さ
れ
て
い
る
。
重
複
を
厭
わ
ず
に
、
書
誌
情
報
等
を
以
下
に
示
す
。

　

○
巻　

数　

三
巻
一
冊　
（
写
本
・
原
著
）

　

○
著
筆
者　

濱
崎
八
百
壽
（
木
麟
・
春
湲
と
も
）　

米
沢
藩
絵
図
方

　

○
成　

立　

明
治
三
（1870

）
年

　

○
体　

裁　

竪
帳

　

○
寸　

法　

24.5

×16.2

糎
（
縦
×
横
）

　

○
丁　

数　

97
丁

　

○
蔵
書
印　
「
高
橋
蔵
書
」

　

○
内　

容　

米
沢
藩
が
支
配
の
下
命
を
承
け
た
北
海
道
の
磯
谷
郡（
現
寿
都
町
）

に
、
藩
士
七
名
が
現
地
調
査
を
行
っ
た
際
の
日
誌
で
あ
り
、
明
治
二
年
十
月

か
ら
翌
年
三
月
ま
で
を
記
録
す
る
。
蝦
夷
地
の
風
景
や
現
地
の
習
俗
に
つ
い

て
説
明
し
、
自
画
に
よ
る
挿
絵
（
彩
色
）
を
入
れ
て
あ
る
。

　

当
該
資
料
は
、
平
成
七
年
一
月
一
日
発
行
「
広
報
よ
ね
ざ
わ
」
の
「
郷
土
資
料

の
散
歩
道
」
に
紹
介
さ
れ
、
つ
と
に
小
野
榮
氏
に
よ
り
『
よ
ね
ざ
わ
豆
本
第
六
七

輯　

蝦
夷
惠
曽
谷
日
誌
』
と
題
し
、
抄
録
と
し
て
翻
刻
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、

全
文
翻
刻
を
旨
に
、
第
一
巻
を
前
号
（『
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
45
）
に
、
第

二
巻
を
『
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
54
号
に
、
こ
れ
ま
で
掲
載
し
た
。
今
回

は
、
明
治
三
年
正
月
朔
日
か
ら
、
一
定
の
任
務
を
終
え
て
磯
谷
を
離
れ
る
同
年
三

月
十
三
日
ま
で
の
記
録
の
あ
る
第
三
巻
を
翻
刻
す
る
。
翻
刻
に
際
し
て
、
以
下
の

手
続
き
に
従
っ
た
。

一　

な
る
べ
く
原
文
を
忠
実
に
翻
字
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。

一　

原
文
の
行
に
即
し
て
改
行
す
る
こ
と
と
し
た
。当
該
行
に
収
ま
ら
な
い
場
合
、　

二
行
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
跨
る
こ
と
を
厭
わ
ず
複
数
行
で
対
応
し
、
原
文
に　

て
改
行
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
翻
字
文
の
当
該
行
に
余
白
が
あ
っ
て
も
こ
れ

に
倣
っ
て
改
行
し
た
。

一　

細
註
箇
所
は
、【　

】
に
囲
ん
で
通
常
ポ
イ
ン
ト
で
翻
字
し
た
。
ま
た
、
細　

註
が
三
行
以
上
に
亘
る
場
合
、
細
註
の
改
行
に
合
わ
せ
て
改
行
し
た
。

一　

原
文
改
頁
（
半
丁
）
に
合
わ
せ
、末
尾
に　

』
で
区
切
っ
て
丁
数
、表
裏
（
オ
、　

ウ
）
を
示
し
た
。

一　

漢
字
に
つ
い
て
は
、　

正
字
体
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
正
字
体
で
、　

画
数
の
省
略
が
著
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
通
行
の
略
字
体
で
翻
字
し
た
。
仮
名　

に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
変
体
仮
名
を
通
用
仮
名
（
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
採　

用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
含
む
）
に
統
一
し
た
。

一　

特
殊
な
合
字
に
つ
い
て
は
、「
よ
り
」「
コ
ト
」「
シ
テ
」
な
ど
と
開
い
た
。
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一　

特
殊
な
繰
り
返
し
符
合
に
つ
い
て
は
、
一
の
点
を
「
ゝ
」「
ゞ
」「
ヽ
」「
ヾ
」　

な
ど
と
原
態
を
尊
重
し
た
。
二
の
点
は
「
々
」
に
写
し
た
。
ま
た
、
ク
の
字
点

は
一
律
に
「
〃
〃
」
と
し
た
。

一　

ル
ビ･
傍
註
修
正
（
原
文
朱
筆
）
に
つ
い
て
は
、
右
ル
ビ
と
左
ル
ビ
と
が
混

在
す
る
が
、右
ル
ビ
は
当
該
箇
所
の
直
後
に
右
寄
せ
で（　

）に
括
っ
て
小
字
で
、

左
ル
ビ
は
当
該
箇
所
の
直
後
に
左
寄
せ
で
（　

）
に
括
っ
て
小
字
で
示
し
た
。

一　

原
文
中
、
地
名
に
は
右
傍
線
を
原
則
と
し
て
ル
ビ
付
き
の
場
合
等
折
々
左
傍

線
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
一
律
に
右
傍
に
施
し
た
。

一　

註
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
右
横
に
﹇　

﹈
付
き
で
適
宜
施
し
た
。

　

本
資
料
の
姉
妹
篇
と
も
い
う
べ
き
別
筆
の
『
恵
曽
谷
日
誌
』
が
北
海
道
大
学
附

属
図
書
館
北
方
資
料
室
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
見
分
隊
長
の
山
田
民

弥
が
筆
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
を
同
じ
く
し
て
成
っ
た
記
録
で
あ
り
、
こ
ち
ら

と
対
照
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
初
期
北
方
地
域
見
分
の
実
態
が
よ
り
克
明

に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
両
筆
資
料
的
性
格
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
米

沢
藩
士
に
よ
る
蝦
夷
地
見
分
日
誌
二
種
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属

生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
43
号
・
二
〇
一
六
）
に
て
、
聊
か
卑
見
を
述
べ
た
。

　

今
回
も
翻
刻
を
な
す
に
あ
た
り
、
本
資
料
御
架
蔵
の
公
益
財
団
法
人
米
沢
上
杉

文
化
振
興
財
団
、
な
ら
び
に
関
係
各
位
に
格
別
な
御
高
配
を
賜
っ
た
。
解
読
に
際

し
て
も
、本
学
日
本
史
学
科
小
林
文
雄
教
授
に
よ
る
多
大
な
る
御
教
示
に
与
っ
た
。

こ
こ
に
再
三
記
し
て
、
改
め
て
御
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

【
前
号
（
第
一
巻
）
の
誤
記
訂
正
】

21
頁
上
段
５
行
目
（
８
ウ
）　

壱
人
よ
り
﹇
誤
﹈
↓
只
今　
　
　

﹇
正
﹈

21
頁
上
段
６
行
目
（
８
ウ
）　

に
而
月
末
﹇
誤
﹈
↓
に
当
月
末　　
﹇
正
﹈

22
頁
上
段
９
行
目
（
11
オ
）　

鉄
轡
を　

﹇
誤
﹈
↓
鉄
沓
を　
　

﹇
正
﹈

22
頁
上
段
23
行
目
（
12
ウ
）　

民
家
帯
刀
﹇
誤
﹈
↓
武
家
帯
刀　

﹇
正
﹈

22
頁
下
段
１
行
目
（
12
ウ
）　

無
列
往
来
﹇
誤
﹈
↓
無
判
往
来　

﹇
正
﹈

27
頁
下
段
19
行
目
（
27
ウ
）　

左
戦
場　

﹇
誤
﹈
↓
古
戦
場　
　

﹇
正
﹈

29
頁
下
段
12
行
目
（
33
オ
）　

獣
の
首
を
﹇
誤
﹈
↓
諸
獣
の
首
を
﹇
正
﹈
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〈
翻
刻
部
〉

三蝦
夷
日
誌

發
磯
屋

至
札
幌　

』（
中
扉
）

﹇
見
返
白
丁
﹈

明
治
三
庚
午
正
月
朔
日
晴
海
波
穏
か
な
り
暁
天
衣
服
を

改
め
互
に
新
年
を
賀
し
恵
方
に
向
へ
若
水
屠
蘇
を
汲
み                

雑
煮
を
食
コ
ト
国
に
同
し
支
配
人
【
已
後
用
達
と
改
む
】
を
は
し
め
運
上
家

【
已
後
本
陣
と
改
む
】
附
役
人
并
町
役
百
姓
代
年
礼
に
出
る
且
御
支
配
地
年

老
八
拾
已
上
の
も
の
を
呼
出
し
い
わ
ゐ
と
し
て
目
録
を
賜
う

ノ
ツ
ト
八
十
一
久
太
郎
シ
マ
コ
タ
ン
八
十
三
吉
右
衛
門
ノ
ツ
ト
八
十
四
円
次
郎
【
秋
田
次

郎
当
時
他
出
し
て
目
見
え
せ
す
】

巳
下
刻
五
島
殿
家
来
勝
浦
偵
大
橋
清
太
郎
入
来
酒
宴

を
な
す
か
の
勝
浦
氏
地
図
測
量
方
に
て
画
號
を
柳
（
リ
ウ
）
亭
と
云

寛
一
の
門
人
に
て
漢
画
風
な
り
東
京
邸
住
居
之
由
大
橋
氏
ハ
』
1ｵ

肥
前
五
島
よ
り
東
京
江 

出
勝
浦
と
ゝ
も
に
自
横
濱
亜
墨

里
加
一
番
蒸
気
ヤ
ン
シ
ー
ル
舩
に
乗
組
三
日
三
夜
に
て
函
館

渡
海
の
よ
し
飛
脚
舩
故
斯
早
か
り
し
か
是
よ
り
始
筆

書
画
會
を
な
し
終
日
楽
不
尽
西
国
端
島
の
人
北
国
の

は
て
に
て
出
會
す
る
ハ
一
奇
と
云
へ
し
当
日
未
明
よ
り
磯
谷

濱
中
の
老
若
悉
く
運
上
家
江 

年
礼
ニ 

来
る
應
接
は
通
辞

岩
藏
な
り
【
昔
土
人
多
き
時
分
よ
り
の

例
ニ 

而
通
辞
之
を
扱
ふ
】
来
者
門
口
に
て
聲
高
に

「
モ
ノ
モ
ー
と
呼
わ
れ
ハ
通
辞
「
ト
ヲ
レ
と
答
ふ
左
す
れ
ハ
入
来
り

扇
子
を
開
き
年
礼
を
述
め
年
玉
と
し
て
二
匁
位
之
紙
包
を
出
し
』
1ｳ

濁
酒
を
飲
ミ
大
酔
而
帰
る
も
お
か
し
同
二
日
中
微
雪
暖
に
し
て

水
不
凍
此
日
舟
乗
始
め
と
て
舩
霊
江 

神
酒
を
献
す
午
後
勝

浦
氏
江 

行
同
三
日
中
朝
雪
微
し
降
水
不
凍
当
濱
辺
の
小
児

数
十
人
何
れ
も
赤
鉢
巻
赤
た
す
き
に
て
銀
紙
を
も
つ
て

鯡
の
形
ち
を
つ
く
り
魚
網
に
張
つ
け
「
ヱ
ー
ヤ
ホ
イ
〃
〃
の
懸
聲

に
て
運
上
家
江 

踊
こ
み
笛
太
鼓
あ
る
ひ
ハ
銅
盤
を
た
ゝ
き

囃
子
立
大
猟
〃
〃
と
て
其
賑
ひ
い
わ
ん
方
な
し
我
等
も
見
物

い
て
ゝ
大
猟
の
い
わ
ゐ
に
一
角
を
紙
に
ひ
ね
り
な
け
う
て
ハ
小
児

大
に
悦
ひ
獅
子
舞
を
な
す
又
黒
頭
巾
を
い
た
ゝ
き
大
鯛
の
』
2ｵ

形
ち
を
作
り
竿
に

か
け﹇
蛭
カ
﹈
蛻
子
舞
と
て

来
る
も
有
斯
る
も
の

終
日
不
絶
賑
ふ
也

午
後
歌
棄
本
陣

役
人
年
礼
江 

出
而

夜
中
節
分
に
て

豆
蒔
男
雷
の

如
き
聲
に
て　
﹇
下
部
見
開
挿
絵
﹈』
2ｳ

福
ハ
内
鬼
は
外
と

門
口
毎
に
豆
壱
舛

程
ッ
ヽ
蒔
散
す
皆

〃
〃
興
を
催
し
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彼
男
に
何
程
ま
き

し
と
問
へ
ハ
舊
例

に
て
三
舛
ッ
ヽ
蒔
と

云
此
日
吉
田
氏

ノ
ツ
ト
辺
の
山
よ
り　
﹇
下
部
見
開
挿
絵
﹈』
3ｵ

虎
杖
を
取
来
る
大
竹
の
如
し
筆
筒
を
造
る
に
尤
佳
な
り

同
四
日
中
天
シ
マ
コ
タ
ン
願
翁
寺
年
礼
ニ 

来
る
同
五
日
雪
風
山
田

惣
轄
并
勝
浦
氏
予
三
人
【
外
土
人
通
辞
】
歌
棄
（
ヲ
タ
シ
ツ
）
詰
開
拓
役
人
江 

年
礼
ニ 

行

巳
上
刻
歌
棄
運
上
家
着
支
配
人
弥
吉
【
此
も
の
旧
臘
開
拓
使
掌
被
命
佐
々
木
弥
吉

と
云
】

出
迎
ひ
い
ろ
〃
〃
馳
走
す
昼
餉
否
石
原
権
大
主
典
宅
江 

行
玄
関
に　

幕
を
張
数﹇
挺
﹈挟之
鉄
砲
を
飾
り
用
人
南
木
久
吉
麻
上
下
に
て
取
次
す

間
も
な
く
案
内
有
上
段
江 

通
る
床
に
ハ
蓬
莱
を
飾
り
【
蝦
夷
地
松
竹
梅
な
し

よ
つ
て
門
松
に
ハ
樅
（
ト
ヽ
）
竹
の
代
り
に
篠
梅
ハ
作
華
な
り
】
席
に
ハ
毛
團
美
毛

氈
を
布
き
坐
上
ニ

石
原
主
典
傍
に
愛
妾
【
久
吉
か
娘
名
を
な
か
子
と
呼
】
あ
く
迠
紅
粉
を
粧
ひ
衣
裳
』

3ｳ髪
の
飾
り
極
美
也
互
に
新
年
の
祝
詞
を
述
規﹇
儀
﹈式
畢
而

大
な
る
盃
机
を
席
の
真
中
に
置
き
適
意
に
倚
て
汲

半
酔
に
し
て
藝
妓
来
り
三
絃
鼓
を
な
ら
し
歌
或
ハ
舞

松
山
使
掌
佐
々
木
使
掌
畫
家
直
堂
来
る【
彼
松
山
氏
ハ
元
秋
田
の
も
の
ニ 

而
名
を
勇

之
助
と
云
諸
国
武
者
修
行
し
又
こ
む
僧
と
な
り
て
東
京
江 

出
印
判
頭
と
成
或
ハ
話

家
或
ハ
獨
楽
廻
し
萬
藝
に
通
せ
し
も
の
也　

直
堂
ハ
元
加
賀
の
者
ニ 

て
一
昨
年
ハ

米
沢
仙
臺

㝡
上
辺
遊
歴
せ
し
由
其
節
の
畫
號
ハ

昇
斎
と
云
米
沢
立
町
素
月
晨
平
か
世
話
ニ 

成
し
と
云
】自
是
藝
尽
し
ニ
な
り
中
に
も

松
山
氏
ハ
獨
楽
廻
し
久
吉
か
手
妻
目
を
驚
す
斗
り
也
【
か
の
久
吉
元
手
妻
軽
業

に
て
諸
国
わ
た
り
し
か
軽
業
に
て
子
を
殺
し
我
も
體
を
い
た
め
夫
よ
り
髪
結
渡
世

せ
し
と
云
】
藝
妓
政
子
蝦
夷
方
言
ソ
エ
〃
〃

節
を
う
た
ふ
松
山
氏
尺
八
に
て
こ
れ
を
和
す
能
子
扇
を
取
て
』
4ｵ

舞
其
歌
左
に
記
す

　

「
ヤ
イ
サ
マ
ネ
ナ　

〃
〃　

ネ
コ
ナ
カ
ラ　

〃
〃　

エ
ロ
ラ
ン
ケ　

ニ
シ
ヤ
タ　

コ
タ
ン
ナ

　
　

ヲ
マ
ン
ナ　

ソ
エ
〃
〃　

チ
セ
カ
イ　

ヲ
シ
ヨ
ロ
ラ
イ　

コ
タ
ン
ネ
ハ　

ヒ

リ
カ
メ
ノ
コ

　
　

ア
ン
ナ　

チ
ヨ
カ
イ　

ヲ
タ
ラ
イ　

ア
ン
ナ　

ソ
エ
〃
〃

拇
戦
や
ら
踊
る
や
ら
興
不
尽
し
て
亥
之
刻
頃
運
上
家
江 

帰
り

宿
す
同
六
日
雪
風
午
後
晴
運
上
家
役
人
を
以
石
原
氏
江 

昨

夜
失
礼
を
謝
し
巳
上
刻
出
立
磯
谷
旅
館
江 

帰
る
同
七
日

雪
風
此
日
七
種
之
粥
を
食
ハ
日
本
の
風
也
蝦
夷
地
雪
山

氷
海
に
て
青
種
得
か
た
き
故
に
や
只
白
粥
を
食
ふ
な
り
』
4ｳ

元
日
三
日
五
日
こ
れ
を
三
日
と
云
朝
毎
に
若
水
屠
蘇
を
汲

雑
煮
を
食
ふ
元
日
よ
り
七
日
ま
て
を
松
之
内
と
云
夜
毎
〃
〃

当
濱
の
者
運
上
家
江 

集
り
博
奕
【
源
平
と
云
】
な
す
こ
れ
を
禦
﹇
制
？
﹈す
る
時
ハ

他
村
江 

行
金
銭
を
失
ふ
故
自
古
松
の
内
は
か
り
（
リ
）
運
上
家
ニ 

而

許
す
と
云
午
後
石
原
権
大
主
典
松
山
使
掌
五
島
殿
支
配
地
引
渡

の
た
め
来
る
附
属
ハ
南
木
久
吉
藤
田
直
堂
也
当
藩
も
旧
冬

仮
證
書
に
て
請
取
置
し
故
今
般
改
而
約
定
書
を
取
か
わ
し
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無
滞
相
済
【
但
後
別 

（
シ
リ
ヘ
ツ
） 

川
岸
人
家
六
軒
人
別
三
拾
弐
人
当
支
配
と
成
】
同

八
日
雪
風
寒
威
強
し

朝
辰
上
刻
松
山
使
掌
山
田
惣
轄
立
合
に
て
五
島
殿
支
配
所
』
5ｵ

後
別
川
堺
見
分
境
柱
を
建
る
午
下
刻
戻
る
酒
を
出
し
て
役

人
を
謝
す
同
九
日
雪
風
寒
気
甚
し
石
原
氏
滞
留
楠
元
少

主
典
止
宿
に
な
る
同
十
日
雪
風
石
原
氏
歌
棄
江 

帰
る
申
下
刻
萩
野

使
掌
約
定
書
持
来
る

　
　

約
定

歌
棄
磯
谷
両
郡
之
領
海
に
お
ゐ
て
雙
方
追
鯡

取
揚
け
候
節
ハ
其
税
都
而
是
迠
之
通
相
心
得

積
回
し
且
海
鼠
鮑
昆
布
之
儀
も
漁
人
入
交
り

融
通
前
条
に
齋
し
く
可
致
候
也
』
5ｳ

　
　

明
治
三
午　

正
月　
　
　
　
　
　
　
　

歌
棄
郡
出
張　

石
原
権
大
主
典　

印

　
　
　
　
　
　
　

米
沢
藩
士　

山
田
民
弥　

殿

右
に
同
し
書
物
を
当
藩
よ
り
も
差
出
す
同
十
三
日
晴

運
上
家
に
て
海
雀
を
獲

形
ち
千
鳥
に
似
た
り
同

十
四
日
晴
一
点
の
雲
な
し

此
日
乙
年
越
ま
た
子
持
越
年

と
も
云
当
地
子
児
数
十
人　
﹇
下
部
挿
絵
﹈』
6ｵ

面
体
を
墨
或
ハ

紅
粉
に
て
粧
ひ

コ
ア
イ
ホ
ウ
（
御
祝
棒
な
る
歟
）
と
て

一
握
程
の
木
を

削
り
女
子
有

家
毎
に
群
り

入
か
の
棒
に
て

女
の
尻
を
突

立
る
其
囃
子
有　
﹇
下
部
挿
絵
﹈』
6ｳ

「
年
に
一
度
御
祝
ひ
三
度
よ
い
産
子
か
出
来
ろ
〃
〃
」

【
日
本
の
粥
杖
な
る
か
】
同
十
五
日
雪
風
午
後
土
人
を
呼
出
し
年
始
の

い
わ
ゐ
と
し
て
酒
を
賜
ふ
惣
乙
名
ヱ
ヽ
サ
ク
脇
乙
名
ス
ヱ
ト

小
使
シ
イ
タ
サ
三
人
列
坐
左
に
通
辞
岩
蔵
右
に
用
達
代
利

惣
次
酒
器
の
飾
り
旧
冬
初
對
面
の
節
に
同
し
ヱ
ヽ
サ
ク
出
立
ハ

萌
黄
の
シ
ヤ
ラ
ン
へ
ア
ミ
ヒ
に
赤
地
金
襴
之
陣
羽
織
を
着
す

ス
イ
ト
ハ
茶
色
の
シ
ヤ
ラ
ン
へ
ア
ミ
シ
に
赤
地
金
襴
の
陣
羽

織
シ
ヱ
タ
サ
ハ
美
唐
草
を
染
な
し
た
る
衣
に
猩
々
緋
の
陣

羽
織
な
り
酒
を
飲
に
は
盃
を
い
た
ゝ
き
髭
あ
け
を
も
つ
て
』
7ｵ

一
番
に
氏
神
（
義
経
大
明
神
）
二
番
に
火
神
三
番
に
水
神
龍
神
江 

手
向
け
大
猟
を
祈
り
㝡
後
一
息
に
呑
な
り
彼
ス
ヱ
ト
大
に

酔
て
手
打
て
歌
を
唱
ふ
文
句
一
切
分
ら
ね
と
も
お
も
し
ろ
し

ま
た
立
て
両
手
に
て
胸
を
打
踊
る
こ
れ
又
奇
に
し
て

お
も
し
ろ
し
運
上
家
（
ヤ
）
勝
手
に
退
き
終
日
歌
つ
舞
つ
或
ハ
浄

瑠
理
を
語
る
同
十
六
日
雪
風
寒
気
強
し
岩
内
熊
野
ゝ

神
職
二
人
函
館
修
験
不
動
院
運
上
家
に
来
り
新
年
の
拂
（
祓
）

と
て
笛
鼓
に
て
は
や
し
剱
舞
を
な
す
同
十
九
日
中
朝
汐
干
ニ 

而

弁
天
島
（
カ
モ
イ
シ
リ
）
江

行
き
蚫
海
苔
獲
る
昼
運
上
家
よ
り
初
鯡
を
』
7ｳ

﹇
8ｵ
挿
絵
﹈
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献
す
【
東
海
岸
鷲
ノ
木
辺
ニ
て

取
し
魚
成
よ
し
冬
鯡
と
云
】
至
而
美
味
也
酉
ノ
下
刻
吉
田
氏
壽
津
（
ス
ツ
ヽ
）

よ
り
蟹
の
大
な
る
を
持
来
る
（
二
尺
余
）
同
廿
日
微
雪
松
前
よ
り

佐
藤
栄
右
衛
門
手
代
【
善
兵
衛
好
兵
衛
】
当
地
江 

出
張
同
廿
四
日
晴
海
波
穏
か
也

小
舟
を
浮
め
飛
島
を
廻
り
弁
天
島
江 

つ
き
ヒ
ヨ
リ
貝
（
又
似
タ
リ
貝
ト
モ
云
）
海
苔
を

取
る
此
日
吉
田
氏
山
田
氏
歌
棄
石
原
氏
江 

行
巡
見
御
用
之

達
し
を
請
先
触
を
も
ら
ひ
来
る

　
　

先
触

一　

人
足
三
人

右
米
澤
藩
山
田
民
弥
外
三
人
地
理
研
究
地
質
点
』
8ｳ

検
之
素
志
聞
届
後
志
国
磯
谷
郡
よ
り
石
狩
国
石
狩

郡
ま
て
巡
見
御
用
申
渡
今
月
廿
九
日
發
足
其
筋

通
行
候
条
止
宿
賄
代
其
外
等
御
定
賃
銭
請
取
之

都
而
無
差
閊
様
可
取
計
候
也

　
　

午
正
月
廿
三
日

　

磯
谷
よ
り
石
狩
ま
て　

本
陣
役
人
中 

　
　

歌
棄
郡
開
拓
使
出
張
所　

印

同
二
十
五
日
晴
申
下
刻
よ
り
曇
り
夜
中
雪
風
朝
辰
之
刻

岩
内
知
恵
光
寺
以
使
僧
伺
ニ 

出
る
此
日
土
人
ヱ
ヽ
サ
ク
後

別
山
に
て
熊
を
猟
せ
し
迚
肉
を
献
す
味
ひ
か
ろ
く
』
9ｵ

兎
肉
の
如
し
熊
と
ハ
食
へ
ぬ
も
の
也【
白
羆
な
る
歟
又
魚
を
食
ふ
故
か
】同
六
日
中

午
後
曇
此
日
山
田
惣
轄
吉
田
氏
予
三
人
常
吉
を
案
内

と
し
て
石
狩
（
イ
シ
カ
リ
）
国
本
府
迠
地
理
研
究
の
た
め
磯
谷
を
發
す

【
常
吉
ハ
運
上
屋
番
人
也

元
秋
田
辺
の
も
の
成
か
】
于
時
辰
之
中
刻
也
自
本
陣
柳
屋
光
兵
衛
并

同
所
小
遣
容
作
後
別
川
境
迠
送
る
ノ
ツ
ト
五
島
殿
旅
宿

江 

立
寄
休
息
【
但
重
役
坂
口
七
郎
壱
人
当
地
江 

残
り

余
の
人
数
ハ
明
後
八
日
出
立
東
京
江 

上
る
と
云
】
ノ
ツ
ト
坂
を
越
へ

後
別
川
渡
場
小
休
【
川
ハ
氷
の
上
を

往
来
す
る
也
】
正
津
川
（
シ
ヨ
ヲ
ス
カ
ワ
）【
戸
数
四
】
是
よ
り
名
に
あ
ふ

雷
電
（
ラ
イ
テ
ン
）
山
道
也
【
夏
道
ハ
濱
詰
よ
り
上
り
ヤ
フ
シ
タ
江 

出

湯
本
江 

出
る
也
】
麓
よ
り
峯
迠

真
直
（
マ
ツ
ス
ク
）
に
つ
け
し
道
ニ 

而
階
子
を
上
る
か
如
し
山
の
八
分
目
に
て
』
9ｳ

英
吉
利
人
ス
コ
ツ
ト
に
出
合
【
此
者
岩
内
石
炭
山
の
鍛
冶
な
り
此
度

御
暇
に
て
函
館
江 

帰
る
也
妾
三
人
内
壱
人

子
を
産
ミ
自
ら
負
て
来
る
有
貌
容
ス
コ
ツ
ト
に

髣
髴
た
り
妾
ハ
皆
岩
内
の
遊
女
な
り
】
辛
ふ
し
て
登
り
詰

見
か
へ
れ
ハ
磯
谷
（
イ
ソ
ヤ
）
歌
棄
（
ヲ
タ
シ
ツ
）
壽
津
（
ス
ツ
ヽ
）
島
牧
（
シ
マ
コ
マ
キ
）
ま
た
南
に

カ
ヤ
ハ 

昆
布

山
（
コ
ン
ホ
ノ
ホ
リ
）
畫
か
如
く
絶
景
也
下
り
坂
け
わ
し
く
難
下
樅
の
枝

尻
に
布
き
す
へ
り
落
漸
く
湯
の
帒
（
ユ
ノ
タ
イ
）
に
至
る【
温
泉
有
蝦
夷
緑
磐
の
気
ヲ 

変

自
岩
内
出
（
テ
）
張
の

通
行
屋
壱
軒
有
】
此
處
に
て
昼
餉
場
所
出
檅
（
テ
カ
セ
キ
）
の
男
女
四
拾
五
六
人

休
息
し
て
有
【
出
檅
と
ハ
南
部 

津
軽 

松
前 

江
刺
（
ヱ
サ
シ
）
辺
の
百
姓
蝦
夷
鯡
漁
場
江

年
々
雇
れ
行
を
云
男
ハ
漁
女
か
飯
炊
ま
た
美
目
よ
き
女
ハ

賣
色
小
児
ハ
子
守
あ
る
ひ
ハ
小
遣
彼
給
銭
ハ
三
四
五
の
三
ヶ
月
間
に
男
三
拾
両

女
弐
拾
両
位
余
ハ
働
次
第
五
拾
拾
両
も
得
て

国
に
帰
る
と
云
正
月
の
末
よ
り
二
月
の
末
ま
て
日
々
千
人
余
も
通
る
也
】
こ
れ
よ
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り
』
10ｵ

﹇
10ｳ
挿
絵
﹈

登
り
坂
増
々
け
わ
し
く
鼻
を
す
る
如
く
絶
頂
よ
り
弁
慶
（
ヘ
ン
ケ
イ
）

刀
掛
（
カ
タ
ナ
カ
ケ
）
ウ
ヱ
ン
ト
マ
リ
景
色
よ
ろ
し
拾
四
五
丁
下
り
熊
野
岱
（
ク
マ
ノ
タ
イ
）

【
熊
野
堂
別
当
有
】
壱
里
余
山
を
下
り
岩
内
（
イ
ワ
ナ
イ
）
駅
【
戸
数
二
百
四
五
十
旅
籠

屋
妓
楼
あ
り

に
き
わ
ふ
と
こ
ろ
な
り
土
人
四
十
人
】

右
に
硫
黄
山
有
峯
よ
り
煙
り
立
見
ゆ
申
ノ
下
刻
本
陣

【
元
運
上
家
請
負
人
ハ
松
前

千
本
屋
二
左
衛
門
と
云
】
止
宿
【
自
磯
谷
七
里
】
同
七
日
晴
折
々
微
雪
早
朝
当

地
出
張
開
拓
役
人
柴
田
権
大
主
典
ニ
面
會
し
萱
沼
（
カ
ヤ
ヌ
マ
）
石
炭
山
見
分

い
た
し
度
由
伺
し
に
早
束
承
引
萱
沼
（
カ
ヤ
ヌ
マ
）
出
張
鈴
木
権
少
主
典
江

手
紙
を
認
む
か
の
一
封
を
得
て
人
足
を
案
内
と
し
て
岩
内

本
陣
を
發
し
海
辺
江 

出
つ
此
辺
波
高
く
破
舟
多
く
』
11ｵ

ゆ
り
あ
け
甚
見
苦
し
ゝ
シ
リ
フ
カ
川
【
幅
三
十
間
程
】
舟
渡
【
当
時
氷
上
を
渡
る
】

彼
渡
守
江 

立
寄
昼
餉
此
處
ニ 

而
耳
に
環
首
に
玉
を
か
け

た
る
女
子
（
メ
ノ
コ
）
を
見
る
自
是
断
岸
に
て
海
辺
往
来
な
り
か
た
く

山
道
に
か
ゝ
る
坂
極
急
に
し
て
あ
ふ
な
し
漸
く
這
上
り

此
辺
萱
山
な
り
海
風
烈
し
く
萱
の
葉
糸
の
如
く
に

さ
け
美
事
也
半
里
程
行
チ
ヤ
ツ
チ
ナ
イ
【
戸
数
五
六
】
舟
澗﹇
泊
﹈よ
ろ
し

鯡
猟
岩
内
一
の
處
と
云
此
辺
よ
り
雷
電
山
岩
内 

ニ
ヘ
シ
岳

後
志
山
絶
景
也
又
萱
山
を
越
へ
拾
丁
程
に
て
渋
井
（
シ
フ
イ
）【
番
屋
壱
軒
有
】

に
至
る
又
一
山
を
越
へ
萱
沼
（
カ
ヤ
ヌ
マ
）
に
至
る
【
戸
数
七
八
】
石
炭
役
所
を
』
11ｳ

尋
ね
鈴
木
権
少
主
典
江
面
談
し
岩
内
よ
り
の
手
紙
を
出
し

け
れ
ハ
為
案
内
家
来
を
指
出
す
自
是
石
炭
山
江 

登
り
坑

中
或
ハ
鉄
車
鉄
道
の
仕
掛
見
分
し
細
か
に
尋
ね
聞

し
か
と
も
愚
に
し
て
覚
え
か
た
し
大
略
左
に
記
す

一　

石
炭
坑
ハ
萱
沼
（
カ
ヤ
ヌ
マ
）
山
右
第
一
の
沢
山
の
半
腹
に
て
（
テ
）
新
古
の

両
坑
有
古
坑
ハ
山
之
背
面
に
て
舊
幕
之
臣
長
谷
川
義

三
郎
歌
棄
詰
た
り
し
時
開
之
其
後
慶
應
丁
卯
村
上
次
郎

太
郎
英
人
イ
ラ
ス
ム
ス
【
コ
ン
シ
ー
ル
の
弟
也
】
を
頼
み
彼
山
色
を
見
せ
し
む

眼
鏡
を
仕
掛
土
中
を
照
し
見
て
海
中
二
里
程
沖
迠
悉
く
』
12ｵ

﹇
12ｳ 

13ｵ
挿
絵
（
巴
車
・
牛
雪
舟
・
小
車
・
大
車
・
一
輪
車
）﹈

石
炭
に
て
極
上
品
な
り
と
云
於
是
立
文
大
夫
塚
本
丈
四
郎
を

奉
行
と
し
て
山
の
正
面
よ
り
鑿
之
今
の
坑
こ
れ
よ
り

坑
よ
り
海
岸
迠
二
拾
六
丁
か
間
材
木
を
縦
横
に
布
き
【
彼
材
木
は
皆

後
別
よ
り
切
出
し
筏
に

く
ミ
持
来
り
し
と
云
】
鉄
の
延
金
を
張
り
車
道
を
つ
く
り
四
輪
の

鉄
車
を
以
て
石
炭
を
運
送
す
山
坂
嶮
岨
な
る
処
は

坂
の
上
に
巴
車
を
仕
掛
け
石
炭
を
小
車
に
積
【
目
方
一
ト
ン
入
な
り
一
ト
ン
と
ハ

二
百
六
十
貫
八
百
目
を
云
也
】
縄
を
以
て
お
ろ
し
か
の
お
も
り
に
て
下
よ
り
空
□﹇
欠
字
﹈
　

引
上
す
仕
掛
は
ね
つ
る
へ
の
如
き
機
也
平
道
ニ 

出
れ
ハ

大
車
【
目
方
四
ト
ン
入
】
に
積
て
濱
辺
迠
送
る
な
り
車
上
に
ハ
御
者
』
13ｳ

壱
人
有
機
を
踏
楫
を
取
れ
ハ
車
自
ら
う
こ
き
次
第
に
強
く

わ﹇
は
﹈し

り
早
き
コ
ト
矢
の
如
し
【
但
車
道
に
小
石
壱
ツ
有
て
も
車
忽
ち

覆
る
故
車
道
之
往
来
を
禁
す
も
し

犯
す
も
の
ハ
刑
罪
に
て

行
ふ
と
云
禁
札
所
々
に
有
】
暫
時
に
し
て
海
岸
江 

至
り
石
炭
を
下
せ
ハ



―　52　―

山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告　第46号

空
車
に
な
り
重
り
な
き
故
に
や
車
獨
り
走
ら
す

よ
つ
て
牛
に
引
せ
て
又
山
江 

上
す
な
り
【
但
石
炭
を
つ
ミ
下
す
時

彼
牛
を
車
に
の
せ
て

ゆ
く
な
り
】
彼
車
の
職
人
ハ
昨
日
雷
電
に
て
逢
し
英
人
ス
コ
ツ
ト

な
り
と
云
当
今
ハ
日
本
の
職
人
諸
道
具
の
細
工
よ
く
覚
へ

数
十
人
異
人
装
束
に
て
働
さ
ま
中
に
も
鍛
冶
之
働
な
と
甚

奇
な
り
又
数
千
貫
目
も
掛
る
秤
の
仕
掛
有
中
々
見
極
め
難
し
』
14ｵ

坑
中
ハ
金
坑
の
如
く
鳥
居
を
建
て
【
深
サ
六
十
四
五
間
程
】
中
ハ
蜂

巣
の
如
く
に
鑿
り
火
薬
に
て
岩
を
砕
き
大
な
る
吸

揚
を
仕
掛
水
を
抜
き
【
彼
仕
掛
蒸
気
舩
に
て
海
底

よ
り
水
を
取
機
に
同
し
歟
】
檅
人
三
拾

弐
人
之
内
二
拾
人
掘
方
多﹇
他
﹈拾
弐
人
ハ
ず
り
出
し
【
壱
人
之
働
一
ト
ン
宛
と
云
】

坑
中
火
薬
の
煙
り
に
岩
炭
の
粉
混
和
し
い
き
も
鼻
も

つ
か
れ
す
か
ろ
ふ
し
て
敷
内
を
出
各
面
を
見
合
す
れ
ハ

肌
理
に
石
炭
入
り
烏
の
如
し
惣
而
此
辺
住
居
の
も
の

婦
女
子
ま
た
白
狗
に
至
る
迠
皆
真
黒
に
て
崑
崙
人
の

如
し
可
笑
さ
ま
也
当
村
濱
役
嘉
平
江 

宿
す
于
時
申
下
刻
也
』
14ｳ

【
自
岩
内
七
リ
】
夜
中
濁
酒
を
の
ミ
石
炭
の
気
を
拂
ひ
休
ミ
ぬ
【
按
す
る
に
石
炭

に
は
与
石
の
気
変
有
に
や
壙
中
に
入
れ
ハ
呼
吸
詰
り
息
苦
し
く
必
肺
病
を
起
す
へ

し坑
中
の
檅
人
炭
末
眼
中
に
入
病
目
の
も
の
多
し
何
れ
彼
地
の
も
の
長
命
は
覚
束
な

し
】

同
八
日
晴
至
而
暖
也
巳
上
刻
出
立
シ
リ
フ
カ
川
小
休
此
辺
よ
り
後
別
（
シ
リ
ヘ
ツ
）

山
絶
景
也
午
下
刻
岩
内
本
陣
江 

着
す
申
下
刻
歌
棄
詰
萩
野

使
掌
本
府
江 

出
張
と
て
同
宿
す
夜
中
柴
田
氏
宿
所
江 

行

三
浦
権
少
主
典
外
ニ 

使
掌
二
人
と
も
に
酒
宴
を
な
し
戌
下
刻
旅

宿
江 

帰
る
彼
柴
田
氏
元
肥
前
藩
言
語
少
し
も
不
分
甚
気

之
毒
な
り
詰
藩
役
人
に
も
多
く
出
會
し
か
と
も
斯
る
人
に
ハ

は
し
め
て
也
と
大
笑
し
つ
同
九
日
晴
申
上
刻
よ
り
曇
る
朝
』
15ｵ

辰
ノ
刻
出
立
町
は
つ
れ
よ
り
凌﹇
稜
々
﹈々

た
る
野
原
也
一
里
半
程
行

ソ
ツ
コ
ナ
イ
是
よ
り
大
木
立
【
楢
樺
の
類
多
し
】
マ
ケ
シ
沢
【
戸
数
二
】
中
の
小

屋
（
ナ
カ
ノ
コ
ヤ
）【
戸
数
二
】
シ
ノ

ナ
イ
是
よ
り
後
別
山
見
ゆ
る
御
手
作
場
（
ヲ
テ
サ
ク
ハ
）【
先
年
左
幕
当
﹇
常
カ
﹈

見
某
開
之
】

戸
数
五
六
軒

休
息
す
へ
し
シ
リ
フ
カ
川
舟
渡
し
【
巾
三
四
間
】
通
行
家
昼
餉
【
岩
内
本
陣

よ
り
の
出
陣
也
笹
小
屋
と
も
云
】
エ
ウ
ト
ロ
メ
ム 

ク
ル
ニ
ル
イ
カ
【
戸
数
一
】

木
幣
峠
（
ヱ
ナ
ヲ
ト
ヲ
ケ
）
登
り
口
よ
り

見
か
へ
れ
ハ
岩
内
硫
黄
山
見
ゆ
る
絶
頂
よ
り
煙
立
登
る
な
り

峠
の
上
に
茶
屋
有
甘
酒
の
名
物
也
左
境
柱
あ
り
従
是
北

石
狩
（
イ
シ
カ
リ
）
持【
以
下
雪
に
う
つ
も
れ
て
不
見
】此
辺
よ
り
与
市
（
ヨ
イ
チ
）
濱
増
毛
（
マ

シ
ケ
）
ヲ
ヒ
ヨ
ウ

岬
見
ゆ
る
東
北
に
与
市
（
ヨ
イ
チ
）
岳
峨
々
た
る
高
山
也
一
里
斗
』
15ｳ

下
り
通
行
屋
泊
【
自
与
市
の
出
陣
也
岩
内
よ
り
八
里
】
于
時
申
下
刻
也
同
十
日
大

雪辰
上
刻
出
立
ル
ヘ
シ
ヘ
【
戸
数
一
】
ヤ
ス
川 

シ
カ
リ
ヘ
ツ
昼
餉
こ
れ
よ
り
与
市
（
ヨ

イ
チ
）

川
に
添
て
山
の
腰
を
通
る
也
秋
味
多
し
ワ
ラ
ヒ
ヲ
イ 

七
曲
（
ナ
ヽ
マ
カ
リ
）
峠 

々

の
下
【
戸
数
一
】
与
市
沢
町
一
二
三
四
丁
目
旅
籠
屋
遊
女
多
し
【
蝦
夷
地
に
て



―　53　―

山本：市立米沢図書館蔵『蝦夷恵曽谷日誌』について（三）

遊
女
の
コ
ト
を
厂
の
字
と
云
む
か
し
一
夜
花
代
弐
百
文
な
り
し
時
の
名
也

弐
百
文
の
銭
を
拂
て
ハ
厂
の
字
形
ち
に
似
た
り
迚
か
く
呼
し
と
云
又
娥
の
字
と
も

書
す
】
エ
モ
シ
岬

景
色
よ
ろ
し
彼
岬
を
廻
れ
ハ
本
陣
也
【
竹
屋
晨
右
衛
門
と
云
】
戸
数
二
百
余
土
人

三
百
人
程
与
市
川
【
巾
三
十
九
間
】
舟
渡
【
当
時
氷
上
を
渉
る
】
上
与
市
（
カ
ミ
ヨ
イ
チ
）

濱
中
（
ハ
マ
ナ
カ
）
一
里

に
し
て
フ
ン
コ
ヘ
山
を
越
ウ
ム
シ
マ
ナ
イ
【
戸
十
八
】
又
山
を
越
へ
忍
路
（
ヲ
シ
ヨ
ロ
）

本
陣
江

泊
【
西
川
某
と
云
】
申
下
刻
也
【
自
通
行
屋
八
リ
】
此
日
初
午
に
て
所
々
稲
荷
祭

礼
有
』
16ｵ

賑
ふ
也
濱
辺
の
小
児
五
色
の
紙
に
て
旗
を
作
り
正
一
位

稲
荷
大
明
神
奉
祈
大
漁
と
記
せ
し
を
持
群
遊
な
り

同
十
一
日
晴
辰
上
刻
出
立
土
人
家
多
し
ツ
コ
タ
ン
【
戸
四
五
】
ホ
ン
ツ
コ
タ
ン

絶
壁
の
下
を
通
る
處
有
ワ
シ
ル
と
云
波
高
之
節
ハ
往
来
不
成

山
を
越
て
道
あ
り
桃
内
（
モ
ヽ
ナ
イ
）【
戸
数
十
七
八
】
シ
ホ
ヤ
岬
絶
景
也
小
山
を
越
へ

塩
屋
（
シ
ホ
ヤ
）【
戸
数
六
七
十
】土
人
多
し
町
は
つ
れ
に
て
小
休
是
よ
り
山
中
越
壱
里

半
程
行
境
柱
有
従
是
東
兵
部
省
支
配
地
イ
ナ
ヲ
沢
【
戸
数
一
】
小
休

ま
た
山
を
越
へ
手
宮
（
テ
ミ
ヤ
）
に
至
り
本
陣
昼
餉
【
自
高
島
（
タ
カ
シ
マ
）
出
陣
也
当
時

假
海
官
所
と
成
】 

戸
数
三
拾
程
高
島
（
タ
カ
シ
マ
）
岬
と
チ
ヤ
ラ
チ
ナ
イ
と
相
對
し
て
湾
を
な
し
』
16ｳ

少
し
も
風
あ
た
ら
す
舟
澗﹇
泊
﹈極

よ
ろ
し
北
海
道
四
港
の
一
な
り

【
四
港
と
ハ
手
宮
（
テ
ミ
ヤ
）
函
館
（
ハ
コ
タ
テ
）
壽
津
（
ス
ツ
ヽ
）
幌
泉
（
ホ
ロ
イ
ツ
ミ
）】
泊
舟
拾
艘

程
見
ゆ
こ
れ
よ
り
左
の
小
山
を

越
せ
は
高
島
（
タ
カ
シ
マ
）
也
【
高
島
ハ
往
来
に
非
ら
す
】
東
に
遠
く
石
狩 

ア
ツ
タ
山 

コ
カ
ネ
山

見
ゆ
る
景
色
よ
ろ
し
シ
ユ
マ
サ
ン
ナ
イ 

イ
ロ
ナ
イ
此
辺
家
續
也

所
々
に
鉾
立
岩
□﹇

欠

字

﹈

□
□
□
小
樽
内
（
ヲ
タ
ル
ナ
イ
）【
本
名
ク
ツ
タ
ル
ウ
シ
と
い
ふ
小
樽

内
と
ハ
五
里
程
先
の
川
の
名
也
】

蝦
夷
西
岸
第
一
之
繁
華
也
人
家
四
百
余
シ
ン
チ
町
コ
ン
タ
町

旅
籠
や
多
し
三
階
の
大
妓
楼
数
軒
有
此
處
ニ 

而
始
て

粉
壁
瓦
屋
朱
欄
を
見
る
諸
商
人
漁
も
又
多
し
【
自
本
陣
之

案
内
に
て
】大
坂
屋
某
泊
未
下
刻
也
自
忍
路
（
ヲ
シ
ヨ
ロ
）
四
里
同
十
二
日
朝
微
雪
』17ｵ

﹇
17ｳ 

18ｵ
挿
絵･

狂
詩
﹈

晴
巳
上
刻
出
立
カ
ツ
チ
ナ
イ
川
橋
有
【
水
色
ア
カ
シ
】
山
を
越
へ
ク
マ
ウ
シ
【
戸

数
弐
十
】
ア

ツ
ウ
シ
ナ
イ
小
川
マ
サ
リ 

ア
サ
リ
此
辺
人
家
多
し
カ
モ
イ
コ
タ
ン
絶
壁

の
下
を
通
る
也
ケ
ン
カ
ト
マ
リ
此
日
札
幌
（
サ
ツ
ホ
ロ
）
府
管
（
ク
ワ
ン
）
轄
島
判
官
殿
ニ

出
合
【
此
度
東
京
江 

御
用
左
ニ 

付
出
張
之
由
年
頃
四
拾
五
六
と
見
ゆ
髭
長
く

い
や
し
か
ら
ぬ
人
物
な
り
元
肥
前
藩
な
る
よ
し
】                          

上
下
弐
拾
人
程
荷
送
り
の
人
足
数
十
人
悉
く
土
人
ニ 

而
額
に

黥
し
た
る
も
有
耳
環
を
か
け
た
る
も
あ
り
何
れ
も
鮫
の
如
者
共

群
れ
行
さ
ま
実
に
目
さ
ま
し
く
フ
ン
ツ
カ 

ハ
ル
ウ
ス
断
崖
絶
壁

の
下
に
石
門
有
彼
中
を
通
行
す
る
也
【
五
間
三
尺
】
チ
ヤ
ラ
チ
ナ
イ

右
に
幟
有
左
に
島
有
此
辺
第
一
の
景
地
な
り
ヲ
タ
シ
ユ
ツ
人
家
』
18ｳ

多
し
銭
函
（
セ
ニ
ハ
コ
）
本
陣
泊
未
上
刻
也
【
自
小
樽
（
ヲ
タ
ル
ナ
イ
）
四
リ
】
此
辺
本
府
に

近
き

故
役
員
（
イ
ン
）
或
ハ
諸
藩
の
通
行
多
く
㝡
早
食
物
尽
て
大
根

壱
本
八
百
弐
拾
四
文
之
由
夜
中
蒲
団
薄
く
眠
り
難
し



―　54　―

山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告　第46号

同
十
三
日
晴
辰
上
刻
出
立
町
中
程
右
に
札
幌
（
サ
ツ
ホ
ロ
）
ユ
ウ
フ
ツ
越

道
追
分
有
町
は
つ
れ
よ
り
石
狩
（
イ
シ
カ
リ
）
迠
五
里
か
間
砂
濱
に
て
往
来

よ
ろ
し
銭
函
（
セ
ニ
ハ
コ
）
よ
り
二
里
斗
ゆ
き
川
有
小
樽
内
（
ヲ
タ
ル
ナ
イ
）
と
云
【
戸
数
二
】

此
處

小
休
し
又
一
里
程
行
濱
中
（
ハ
マ
ナ
カ
）【
戸
数
一
】
昼
餉
食
物
何
も
な
し
是
よ
り

馬
に
乗
石
狩
（
イ
シ
カ
リ
）
迠
半
時
に
し
て
至
る
本
陣
に
泊
す
申
上
刻
也

戸
数
百
余
蝦
夷
第
一
鮭
猟
場
也
石
狩
川
幅
二
百
三
拾
間
』
19ｵ

大
猟
の
節
ハ
一
網
に
鮭
魚
百
束
百
弐
拾
束
位
取
る
と
云
【
但
し
一
束
と
ハ

鮭
百
弐
十
本
と
い
ふ
】
昨
年
ハ
至
而
不
猟
の
よ
し
な
れ
と
も
大
舩
七
拾
艘
ニ 

積

【
三
百
石
よ
り
千
石
迠
の
舩
也
】
内
地
（
シ
ャ
モ
チ
）（
日
本
）
江 

送
り
し
と
云
運
上
屋
に
て

土
人
（
ア
イ
ノ
）
よ
り
鮭
買
上
る

直
段
ハ
壱
本
銭
八
文
宛
成
よ
し
此
川
上
千
年
（
チ
ト
セ
）
辺 

江
（
ニ
テ
）
取
し
鮭
ハ

品
悪
き
故
一
本
四
文
ツ
ヽ
の
よ
し
【
此
直
段
昔
よ
り
の
定
直
に
て
運
上
屋
ニ 

而

土
人
江 

諸
品
を
賣
に
も
左
の
如
く
に
て

米
壱
舛
五
拾
文
木
綿
壱
尋
弐
百
文

酒
壱
舛
弐
百
文
な
り
と
云
】
か
の
本
陣
の
番
人
柴
沢
と
云
も
の
有

元
羽
州
山
形
三
日
町
の
も
の
ニ 

而
二
三
年
以
前
此
地
江 

来
し
と
云

隣
国
の
者
故
な
つ
か
し
く
終
日
は
な
し
あ
ふ
同
十
四
日
晴
折
々

微
雪
辰
上
刻
出
立
石
狩
川
氷
上
を
拾
四
五
丁
渉
り
岡
ニ 

』
19ｳ

上
り
林
を
行
コ
ト
二
拾
丁
斗
に
し
て
マ
ク
ン
ヘ
ツ
土
人
家
あ
り

七
八
寸
斗
な
る
小
児
耳
環
首
に
百
文
銭
四
文
銭
を
か
け
た
る
か
遊
ひ

居
た
り
又
氷
上
を
渡
り
し
に
所
々
に
ひ
ゝ
わ
れ
有
気
味
悪
し

乍
去
氷
の
厚
サ 

三
四
尺
も
あ
る
へ
し
是
よ
り
次
第
に
深
々
た
る

古
木
林
甚
密
な
り
二
里
余
に
し
て
篠
路
（
シ
ノ
ロ
）【
戸
数
二
十
】
嘉
平
次
と

い
ふ
も
の
ゝ
家
に
て
昼
餉
此
者
奥
州
白
川
郡
米
村
の
百
姓
な
り

此
も
の
ゝ
弟
清
太
郎
拾
年
以
前
ニ 

彼
地
を
見
立
小
家
を
補
理

田
畑
を
開
し
よ
り
追
々
人
家
も
出
来
今
ハ
田
五
六
反
畑
二
三
十

反
も
あ
り
と
云
畑
ハ
大
豆
小
豆
粟
黍
麦
蕎
麦
よ
く
出
る
と
云
』
20ｳ

﹇
20ｳ 

21ｵ
挿
絵
﹈

田
ハ
三
年
に
一
度
位
あ
た
ゝ
か
な
る
年
に
ハ
実
の
る
と
い
ふ 

爾
し

稲
の
節
ハ
三
伏
に
成
か
ね
二
伏
に
て
八
月
の
末
に
穂
出
一
反

よ
り
壱
俵
（
四
斗
入
）
位
も
揚
る
と
い
ふ
不
作
す
れ
ハ
種
尽
て
明
年

ま
た
植
へ
か
た
く
甚
迷
惑
な
り
と
云
是
よ
り
又
大
木
立
の
中
を

行
コ
ト
二
里
余
に
し
て
札
幌
（
サ
ツ
ホ
ロ
）
村【
戸
数
二
十
程
】此
辺
の
林
ハ
松
樺
楡
柳

桜
胡
桃
桑
黄
檗 

草
ハ
蓬
野
菊
大
な
る
も
の
壱
丈
五
六
尺
太
サ 

一
握
に

あ
ま
る
又
半
里
程
ニ 

而
本
府
に
至
る
此
辺
切
開
㝡
中
に
て
伐

木
の
聲
四
方
に
響
き
一
里
余
も
開
き
し
と
見
ゆ
南
の
方

山
手
に
添
て
集
議
局
を
た
て
町
割
屋
敷
割
の
杭
を
立
』
21ｳ

雪
を
掘
地
形
を
た
め
家
作
す
る
も
有
数
百
も
人
足
或
ハ

大
工
鍛
冶
大
な
る
茅
小
屋
を
か
け
其
混
雑
（
サ
ツ
）
筆
紙
に
尽
し

か
た
し
役
宅
（
タ
ク
）
旅
籠
屋
取
合
拾
二
三
軒
も
出
来
た
り

此
七
月
ま
て
に
人
家
二
千
軒
も
出
る
よ
し
此
地
東
北
に

開
け
平
地
六
拾
里
程
幅
五
里
よ
り
二
拾
里
位
ま
て
有
と
い
ふ

皆
大
木
立
な
り
中
に
ハ
谷
地
野
原
抔
も
有
よ
し
後
年

能
く
開
け
な
ハ
東
京
に
も
劣
る
ま
し
き
平
地
な
る
へ
し

本
陣
江 

泊
【
自
石
狩
五
リ
】
申
中
刻
也
夜
中
炭
も
な
く
夜
具
も

な
く
漸
く
敷
蒲
團
を
冠
り
臥
せ
し
か
と
も
寒
気
烈
敷
』
22ｵ

眠
り
か
た
く
夜
半
よ
り
起
上
り
焚
火
に
て
夜
を
明
し
ぬ
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【
磯
谷
寒
中
の
位
な
る
気
候
な
り
】
同
十
五
日
晴
卯
之
上
刻
出
立
又
林
の
中
を

一
里
程
行
コ
ト
ニ
【
戸
数
五
六
】
又
四
五
丁
行
ヘ
ツ
カ
ウ
ス
へ
小
家
壱
軒
有

し
か
先
達
而
焼
失
せ
り
畑
少
々
有
よ
し
半
里
程
行
追
分

右
ハ
ハ
ツ
シ
ヤ
フ
左
ハ
銭
函
（
セ
ニ
ハ
コ
）
道
也
是
よ
り
山
の
腰
を
通
り
二
里
余

に
し
て
ホ
シ
ホ
ツ
ケ
炭
焼
小
屋
有
昼
餉
す
食
物
一
切
な
く
本
陣

よ
り
送
り
し
握
飯
江 
塩
を
か
け
漸
く
飢
を
凌
き
二
里
余
ニ 

而

銭
函
江 

出
而
本
陣
に
泊
未
下
刻
也
【
自
札
幌
七
リ
】
夜
中
当
地
出

張
之
病
院
二
等
醫
師
平
帰
一
を
尋
ぬ
【
此
も
の
元
米
沢
下
長
井
荒
砥
之
も
の
ニ 

而

永
く
東
京
に
有
て
専
ら
西
洋
学
を
励
ミ
砲
術
家
下
曽
根
氏
に
食
客
と
な
り

其
後
加
納
藩
と
な
る
此
春
蝦
夷
開
拓
ニ 
付
二
等
醫
師
拝
命
昨
年
七
月
中
当
地

出
張
の
よ
し
】
い
ろ
〃
〃
饗
應
に
預
り
夜
の
更
る
を
忘
す
る
此
宿
の

娘
酌
に
出
て
津
軽
方
言
歌
を
唱
ふ

　

「
ヲ
カ
コ　

モ
ツ
コ　

ケ
セ　

チ
ヤ
ツ
キ
ト　

ケ
ラ
シ
テ　

コ
イ
セ
ン
ネ
イ　

ナ
ク
ハ
ヨ
コ
ヘ
ス

　
　

イ
マ
シ
ニ
ケ
イ
セ　

サ
ア
〃
〃

　
　

譯　

お
つ
か
さ
ん
餅
を
お
く
れ　

サ
ツ
ハ
リ
き
ら
し
て
お
さ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　

な
く
は
よ
こ
さ
ん
す　

後
に
お
く
れ

戌
中
刻
旅
舎
に
帰
る
同
六
﹇
十
六
﹈日

朝
曇
雨
降
午
後
晴
辰
下
刻

出
立
未
上
刻
小
樽
内
仙
鶴
楼
に
泊
此
辺
會
津
降
伏
人
』
23ｵ

数
百
人
住
居
【
一
日
に
米
壱
舛
銭
二
百
文
ツ
ヽ
給
わ
る
も
諸
品
高
價
ニ 

而
中
々
以

取
續
か
た
き
よ
し
雪
舟
引
米
搗
又
ハ
人
足
抔
ニ 

一
刀
を
帯
せ

し
も
の
多
く
出
合
し
か

必
降
伏
人
な
ら
ん
】
同
十
七
日
辰
中
刻
出
立
晴
風
烈
し
此
日
よ
り

彼
岸
に
て
濱
辺
の
も
の
漁
舟
を
出
し
鯡
漁
の
支
度
を
す
る

な
り
シ
ヲ
ヤ
昼
餉
申
下
刻
与
市
本
陣
泊
同
十
八
日
非
常
の
雪
風

山
道
越
か
た
く
滞
留
す
同
十
九
日
晴
朝
微
雪
卯
下
刻
出
立
シ
カ

リ
ヘ
ツ
昼
餉
未
下
刻
与
市
通
行
家
泊
同
廿
日
雪
風
辰
下
刻
出
立

ヱ
ナ
ヲ
峠
茶
屋
ニ
而
甘
酒
を
飲
ミ
寒
飢
を
凌
き
暫
く
休
息
し

岩
内
笹
小
屋
昼
餉
未
下
刻
岩
内
旅
籠
屋
「
三 

店
泊
同
二
十
一
日
微

雪
風
烈
し
辰
上
刻
出
立
雷
電
熊
の
別
当
小
休
湯
本
昼
餉
』
23ｳ

後
別
渡
守
小
休
此
處
ま
て
自
本
陣
桝
屋
好
兵
衛
并
濱
役

土
人
ス
イ
ト
出
迎
ふ
ノ
ツ
ト
濱
役
家
に
て
小
休
未
中
刻
磯
谷
役
宅
ヘ

着
自
本
陣
元
請
負
人
佐
藤
栄
右
衛
門
を
は
し
め
諸
役
人
前
濱
ま
て

出
迎
す
【
但
シ 

佐
藤
栄
七
よ
り
此
度
本
府
江 

歎
願
筋
有
之

出
張
之
処
当
時
判
官
殿
上
京
留
主
故
暫
く
磯
谷
滞
留
の
よ
し
】
互
ニ 

道
中
無

難
を
怡
ひ
酒
宴
を
な
す
此
日
歌
棄
詰
役
人
よ
り
廻
状
馳
来
左

之
通

　

岩
村
判
官
殿
西
地
場
所
々
々
御
巡
見
と
し
て
小
樽
詰

　

権
少
主
典
芦
原
鋭
次
郎
御
附
添
近
々
御
出
立
ニ 

付

　

其
御
持
場
内
御
備
品
（
シ
ナ
）
戸
籍
其
外
一
村
限
り
取
調
書
』
24ｵ

　

并
繪
図
面
共
兼
而
御
取
拵
置
御
通
行
先
御
旅
邸
江 

御
差
出

　

可
有
之
候

一
同
断
ニ 

付
詰
場
所
役
人
之
内
壱
人
御
案
内
と
し
て
御
出
張
可
有

　

之
候
尤
見
込
御
申
立
筋
有
之
候
節
者
其
所
詰
合
官
長
罷
出

　

事
實
御
申
立
可
有
之
候
右
之
段
申
進
候
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
拓
使　

庶
務
掛　

印

　

山
越
内　

歌
棄　

磯
谷　

岩
内　

余
市　

小
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
御
詰
合
中
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右
承
知
之
上
早
束
以
飛
脚
岩
内
江 

送
る
同
二
十
二
日
曇
天
微
雨
』
24ｳ

終
日
休
息
同
二
十
八
日
中
波
高
し
自
函
館 

小
樽
内
江 

御
雇
人
足

三
百
五
拾
人
通
行
の
先
触
来
る
【
降
伏
な
る
歟
】
同
廿
九
日
岩
村
判
官
止

宿
三
月
二
日
中
山
田
惣
轄
五
島
殿
内
坂
口
七
郎
予
三
人
歌
棄
詰

石
原
権
大
主
典
江 

罷
越
境
堺
見
分
之
コ
ト
を
談
す
尾
崎
権
少
主
典

【
此
人
會
津
降
伏
小
樽
内
住
居
之
処
今
般
開
拓
権
少
主
典
被

命
歌
棄
詰
と
な
る
歌
徘
を
よ
く
達
せ
し
も
の
也
】
松
山
使
掌
来
り
共
ニ 

酒
宴

を
為
す
夜
戌
之
刻
頃
本
陣
江 
帰
り
宿
す
同
三
日
朝
曇
午
後
雨
天

松
山
使
掌
并
歌
棄 

磯
谷
両
哥
之
百
姓
小
頭
立
合
に
て
ユ
ウ
キ
ナ
イ

山
手
境
柱
を
建
る
松
山
同
道
し
て
磯
谷
本
陣
江 

帰
る
夜
中

自
国
許
交
替
之
先
触
来
る
各
蘇
生
せ
し
心
地
し
て
怡
の
』
25ｵ

酒
を
飲
ミ
安
眠
す
同
四
日
朝
曇
次
第
に
晴
れ
松
山
氏
山
田

惣
轄
坂
口
氏
予
四
人
番
人
常
吉
土
人
ス
イ
ト
を
案
内
と
し
て

後
別
川
上
江 

發
す
于
時
辰
中
刻
也
ノ
ツ
ト
よ
り
小
頭
惣
兵
衛

五
島
領
正
津
川
（
シ
ヨ
ウ
ツ
カ
ワ
）
よ
り
小
頭
多
三
郎
外
ニ
人
足
六
人
を
雇
ひ
後
別

川
口
に
て
休
息
昼
餉
す
る
内
舟
の
用
意
も
出
来
第
一
番
舟

【
ホ
ツ
チ
舟
】
松
山
使
掌
山
田
惣
轄
予
土
人
ス
イ
ト
小
頭
惣
兵
衛
第
二
舟

【
筏﹇
？
﹈舟
】
坂
口
氏
小
頭
多
三
郎
第
三
舟
【
筏﹇
？
﹈舟
】
米
味
噌
鍋
筵
を
積

出
舟
す
る
時
巳
中
刻
也
川
幅
八
拾
間
余
有
水
漲
り
宛

海
の
如
し
右
平
山
左
平
野
三
四
丁
に
し
て
右
に
働
小
屋
』
25ｳ

壱
軒
有
畑
少
々
有
左
リ
ヱ
フ
ト
ン
ナ
イ
働
小
屋
有
右
ヨ
ツ
ラ
シ
ナ
イ
沢
有

雑
木
山
な
り
右
ハ
ツ
サ
キ
沢
小
川
有

ハ
ツ
サ
キ
渕
両
岸
柳
多
し

ノ
タ
ヘ
ツ
内
名
大
曲
リ
（
ヲ
ヽ
マ
カ
リ
）
と
云

右
小
川
有
左
右
木
賊

多
し
松
山
氏
此
辺
ニ 

而

鴨
壱
羽
獲
る
【
鉄
砲
に
て
】
左
ニ

家
壱
軒
有
畑
少
々
あ
り

吉
松
と
云
も
の
住
す
停
舩　
﹇
下
部
挿
絵
﹈』
26ｵ

﹇
26ｳ 

27ｵ
絵
地
図
﹈

暫
く
休
息
す
此
辺
内
名
（
シ
ャ
モ
）
長
瀞
（
ナ
カ
ト
ロ
）
と
い
ふ
右
ヘ
チ
ワ
ン
ナ
イ
沢
小
川

有
東
ニ

遠
く
後
別
山
見
ゆ
る
右
ニ
イ
ヘ
ツ
ナ
イ
沢
渕
有
左
に
鮭
猟
小
屋
有

左
リ 

ワ
イ
ト
ン
ナ
イ
小
川
有
内
名
シ
メ
チ
ヤ
川
と
云
【
此
処
昔
し
シ
メ
チ
ヤ
と
云

土
人
住
せ
し
頃
名
つ
く
る
と
い
ふ
】

左
右
山
よ
り
山
迠
一
里
余
も
平
地
大
木
立
也
山
に
ハ
樅
雑
木
多
し

右
カ
ヤ
ヌ
マ
ナ
イ
小
川
有
フ
リ
タ
シ
ナ
イ
小
川
此
辺
よ
り
辰
巳
に

開
け
し
大
沢
に
て
古
木
多
く
山
不
見
土
色
少
し
赤
く
畑
に

開
き
よ
か
ら
ん
か
と
思
わ
る
左
リ 

ヲ
サ
ン
ナ
イ
小
川
働
小
屋
有
【
木
樵
の
小
家
也
】

右
フ
ル
シ
ヤ
ツ
ナ
イ
左
リ 

ホ
ロ
ム
イ
川
沼
有
内
名
沼
の
沢
（
ヌ
マ
ノ
サ
ワ
）
と
云
【
自
川

口
舟
路
三
里
余
】

働
小
屋
七
八
軒
有
彼
川
に
舟
を
漕
入
れ
両
岸
柳
多
し
雪
中
』
27ｳ

な
れ
と
も
柳
の
華
咲
き
絶
景
也
舟
を
つ
な
き
上
陸
し
笹
小
屋
江

入
一
泊
す
夜
中
燃
火
に
当
り
例
の
松
山
氏
か
浮
世
は
な
し
に
て

夜
を
明
し
同
五
日
卯
下
刻
出
舟
す
中
泊
リ
（
ナ
カ
ト
マ
リ
）
渕
有
ウ
ヱ
ン
ナ
イ

渕
と
も
云
右
イ
カ
ル
シ
ナ
イ
沢
小
川
有
左
シ
ヨ
ウ
フ
シ
ナ
イ
小
川
有
此
辺

内
名
（
シ
ャ
モ
）
ト
キ
カ
ラ
と
云
此
日
曇
天
な
れ
と
も
次
第
に
晴
れ
後

別
山
正
面
に
見
え
左
リ 

に
岩
内
嶽
有
景
色
い
わ
ん
方
な
し
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左
リ 

ヲ
イ
タ
ル
シ
ナ
イ
小
川
内
名
氷
水
（
ヒ
ヤ
ミ
ツ
）
と
云
舟
を
（
ヲ
）
岸
に
繫
き

暫
く
休
息
し
縄
を
以
水
底
を
量
り
見
る
に
二
丈
六
尺
余
有

此
辺
よ
り
急
流
な
り
川
中
に
小
島
有
ハ
ン
メ
ク
シ
ナ
イ
川
あ
り
』
28ｵ

猟
小
屋
有
松
山
氏
土
人
ス
イ
ト
鹿
の
足
跡
有
迚
岡
に
上
り
隠

鉄
砲
を
以
て
追
か
け
ゆ
く
左
右
林
甚
密
也
ヘ
ン
ケ
メ
ク
シ
ナ
イ
中
川
也

是
よ
り
川
二
ッ
に
分
れ
又
メ
ナ
に
て
出
合
な
り
極
急
流
に
し
て

所
々
に
フ
イ
ラ
と
云
有
難
所
也
【
フ
イ
ラ
と
ハ
昔
し
土
人
鮭
猟
の
為
網
代
を
作
り

た
る
跡
な
る
か
と
松
浦
か
日
誌
に
も
見
え
た
り　

今
見
る
に
網
代
跡
に
相
違
な
く
お
も
わ
る

ス
イ
ト
に
尋
ぬ
れ
ハ
只
フ
イ
ラ
〃
〃
と
斗
リ 

云
】舟
士
等
赤
禅﹇
裸
﹈か
に
成
り
汗
を
流
し

棹
を
張
り
か
の
逆
流
を
こ
き
上
る
に
坂
口
氏
の
舟
棹
折
れ
て

已
に
危
か
り
し
か
漸
く
柳
に
取
付
辛
ふ
し
て
メ
ナ
川
に
至
る

松
山
氏
ス
イ
ト
に
出
合
互
に
無
事
を
怡
ひ
猟
小
屋
に
入

昼
餉
す
メ
ナ
川
【
巾
二
三
間
】
此
川
西
南
に
向
ふ
鮭
猟
多
き
場
所
也
と
』
28ｳ

【
自
沼
沢
（
ヌ
マ
ザ
ワ
）
三
リ
ヨ
】
是
よ
り
昆
保
（
コ
ン
ホ
）
迠
ハ
ま
す
〃
〃
急
流
に
て
難
義

の
よ
し

四
五
月
頃
天
気
を
見
合
せ
丸
木
舟
を
造
り
ゆ
け
ハ
至
る
に
よ
し

と
云
当
時
春
水
漲
り
難
至
是
よ
り
戻
る
未
中
刻
よ
り
東
風

起
り
追
風
故
手
鑓
に
毛
團
を
張
り
帆
と
な
す
に
舟
早
き

こ
と
矢
の
如
く
暫
時
に
し
て
川
口
に
至
る
ノ
ツ
ト
岬
を
廻
り
海
江

出
小
頭
惣
兵
衛
か
前
濱
江 

着
舩
す
于
時
申
中
刻
也
舟
路
七
里

程
但
寒
中
氷
上
を
わ
た
り
堅
雪
を
踏
真
直
に
ゆ
け
ハ
三
里

位
の
よ
し
暫
く
休
息
し
磯
谷
旅
館
江 

帰
る
同
六
日
雨

風
ミ
そ
れ
雪
申
中
刻
頃
為
交
代
南
雲
琢
蔵
黒
崎
』
29ｵ

﹇
29ｳ
挿
絵
﹈

養
助
永
井
清
左
衛
門
中
野
橘
郎
外
ニ 

下
役
壱
人
夫
方
壱
人

〆
六
人
着
す
互
に
無
事
を
悦
ひ
酒
宴
を
な
す
同
十
二
日

中
五
島
殿
内
坂
口
七
郎
来
る
【
此
人
発
句
を
よ
く
す

徘
名
を
専
一
と
云
】
送
別
の
句

左
に
し
る
す

　
　

故
郷
に
戻
り
給
ふ
と
て　

大
人
方
の
旅
よ
そ
ほ
い

　
　

な
し
給
ふ
は
若
木
も
の
ひ
行　

弥
生
の
月
に

　
　

な
ん
い
と
芽
出
た
し

美
山
し
は
る
（
ナ
）
の
錦
（
ニ
シ
キ
）
を
着
る
人
そ

　
　

折
か
ら
自
言﹇
愛
？
﹈し

給
ハ
ん
事
を
祈
る
』
30ｵ

守
り
給
へ
く
さ
木
も
ゆ
る
む
弥
生
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
一
拝
草﹇
具
？
﹈
　

同
十
三
日
中
天
旅
装
し
て
暇
を
告
け
す
み
な
れ
し

磯
谷
を
發
し
歌
棄
本
陣
昼
餉
石
原
権
大
主
典
松
山

使
掌
と
も
に
離
盃
を
汲
ミ
石
原
氏
送
別
の
詩
有

　
　

踏
雪
来
他
国　

截
花
帰
故
郷　

天
機
着
車

　
　

軸　

相
會
對
離
觴

　
　
　
　

送　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漁
村
拝
草﹇
具
？
﹈

　

　

米
沢
盟
兄
』
30ｳ
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